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　春と秋にスイーツ巡りのイベントを行っている
「軽井沢スイーツ散歩実行委員会」が、スイーツ
のレシピを載せたパンフレットを作り、町内の小
学生に配布した。新型コロナの影響で旅行やイベ
ントが制限される中、「少しでも楽しい夏休みを
過ごしてほしい」と企画。レシピは万平ホテルの
パティシエが監修し、初級「カルピスプリン」、
中級「ヨーグルトムース」の 2 つを紹介している。

「両方チャレンジして、思い出作りの一つにして
ほしい」と万
平ホテルの担
当者。今年は
新型コロナの
影響で、「軽井
沢スイーツ散
歩」は開催は
未定のままだ。

スイーツ作って夏の思い出に
レシピ紹介のパンフ、小学生へ

丸山輝（まるやまてる）
学習院大学卒業。N.Y. 在住作家ジョージピーター
氏に油彩画を師事。2003 年から 2、3 年おきに
旧軽ギャラリー一色でパステル画個展を開催。

Monthly Picture雲のシンフォニー

東京から軽井沢に向かう途中の光景です。雲の様があまりにも面白かったので
画にしてみました。

　軽井沢プリンスホテルスキー場敷地内のアクテ
ィビティーパーク「軽井沢の森」のウエストエリ
アに、「軽井沢あそびの森」が 7 月 23 日にオープ
ンした。ネットの中で飛んだり跳ねたりして遊ぶ

「ネットアドベンチャー くものす」や、迷路など
のアクティビティーがあり、多くの子どもや家族
を楽しませている。「三世代ファミリーで楽しめ
るエリア。夏の思い出作りに来てほしい」と同ス
キー場スーパーバイザーの中西剛さん。軽井沢の

森はゲレンデ、イ
ースト、ウエスト
の 3 つのエリアで
構成され、ジップ
ラインアドベンチ
ャーや木の上を歩
くツリートレッキ
ングなどがある。

プリンススキー場に、
アクティビティーエリアオープン
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　軽井沢新聞前編集長の広川小夜子さんが、昭和
後期から平成初期を描いた『軽井沢取材日記』の
続編として『軽井沢取材日記 PART ２』を発表し
た。2020 年春までの約 20 年の取材をもとに、「ビ
ル・ゲイツの別荘と言われる巨大別荘」や「進化

する軽井沢」「軽井沢ブラ
ンド買いますか」等、様々
な軽井沢の出来事を著し
ている。「軽井沢の意外な
事実が見えてくると思い
ます。第 6 章には資料も
入れ、表から見るとすば
らしい軽井沢が実は多く
の問題を抱えていること
を書きました。軽井沢に
関わる人にはぜひ読んで
ほしい」と広川さん。

取材を通して見えてくる
意外な軽井沢

「ネットアドベンチャー くものす」1 時間一般
2000 円、宿泊者 1500 円。

爽風社刊　1500 円（税別）　
町内書店、アマゾンで販売


